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4 　新潟市秋葉区塩辛遺跡工事立会出土
遺物

報告に至る経緯　舟戸遺跡確認調査・工事立会出土遺
物の報告経緯と同様である。
⑴　工事立会（2000122）
所　在　地　新潟市秋葉区朝日字塩辛145－ 1 外
調査の原因　宅地造成
調 査 期 間　平成12年 6 月19日
調 査 面 積　19.0㎡
調 査 担 当　渡邊朋和
処　　　置　工事立会
調査の概要　溝 1基と竪穴住居の可能性のある落ち込
み 1基が確認されている（図 3）。遺物が出土したのは、
Ⅱ・Ⅲ層及び遺構覆土で、今回報告する土師器 2点は、
どちらもこの竪穴住居の可能性のある落ち込み覆土から
出土した。出土位置は近接しており、一括遺物である可
能性が高い。
報告遺物　 1は内面が黒色処理された杯である。内湾
する体部に緩やかに口縁部が外反する形態で、内外面と
もに丁寧なヘラミガキが行われる。 2は甕で、あまり張
らないやや長胴の体部に外傾・外反する口縁部がつく。
底部は欠損する。調整は体部外面に斜位のハケメが観察
される。なお、体部外面にススの付着が認められる。
ま と め　 1・ 2の年代については、形態などから古
墳時代中期末～後期前半を中心とする時期に位置づけら
れよう。既報告遺物〔渡邊・髙野ほか2004〕と形態や調
整で類似する点が多いことから近い時期と推測される。
本遺跡の西に隣接する舟戸遺跡では、本発掘調査

（1993004）において古墳時代中期の遺物が多く出土し
た。内面黒色処理された土器が破片で 2点のみの出土で
あることから、古墳時代中期末以降、活発に活動した状
況は想定し難い。一方、塩辛遺跡で中心となる時期は、
前述のとおり舟戸遺跡で遺物量が減少する時期にあたる
可能性が高い。このことは、舟戸遺跡と塩辛遺跡が一連
の集落で、時期により生活空間を異にした可能性を示唆
する。 （相田泰臣）

図 2　遺物実測図（ 1 / 3 ）

図 3　工事立会平面図（ 1 /1,000）・断面図（ 1 /100）
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図 1 　調査位置図（ 1 /10,000）

落ち込み
　 1　黒褐色（10YR3/2）シルト　炭化物多　
　 2　灰黄褐色（10YR4/2）粘質土（貼床）　Ⅳ層を用いた貼床
基本層序
　Ⅰ　暗褐色　（10YR3/3）耕作土
　Ⅱ　黒褐色　（10YR3/2）黄色サビ含む
　Ⅲ　黒褐色　（10YR3/2）黄色サビ・鉄粒（黄褐色粒）・炭化物含む　上→粘質土　下→シルト質砂層
　Ⅳ　灰黄褐色（10YR4/2）粘質土
　Ⅴ　黄灰色　（2.5Y4/1）
　Ⅵ　灰褐色　（7.5YR4/2）黒砂　東側は黒褐（10YR3/1）色粘質土になる
　Ⅶ　褐灰色　（10YR4/1）

溝
　 1　黒褐色　（10YR3/2）シルト　炭化物・遺物多




